
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツーバイフォー工法 

パネル製造・販売 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０２２年３月実績 

売上 ６５４百万円  従業員数 ２５名 



 

略    歴 
昭和４９年（１９７４年） 

ツーバイフォー工法の技術基準が告示（第 1019 号）  

国内において枠組壁工法としてオープン化 

昭和５５年５月２１日（１９８０年） 
プレックコンポーネント設立 

昭和５７年７月（１９８２年） 
文部省極地研究所より南極昭和基地新発電棟建築資材を受注 

平成１５年６月（２００３年） 
工場が新 JAS に基づく JAS-A タイプ(JFW-A-022)認定工場になる 

平成１８年４月（２００６年） 
JK ホールディングス(株)（東証一部上場）グループになる。 

平成１９年１２月（２００７年） 
日本２ｘ４ランバーJAS 協議会 
合法木材供給事業者(2×４ 合 19-005)の認定を受ける 

平成２０年６月（２００８年） 
日本合板商業組合 
合法木材供給事業者（中国-0053）の認定を受ける 

JAS-A 認定工場とは 

登録認定機関によって自社・自工場で製造した製

材品を自ら格付けし、JAS（日本農林規格）マーク

を付けて出荷することが認められている工場 

合法木材供給事業者認定とは 

林野庁が平成１８年２月１５日に公表した「木材・木材製

品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」

に示された森林・林業・木材産業関係団体の認定を得

て事業者が行なう証明方法により、合板・木材・木材製

品の合法性、持続可能性の証明を行なおうとする事業

者の認定 



 

ツーバイフォー工法の住宅 
 

ツーバイフォー工法の住宅の壁や床、屋根は、 

 １）２×４材や２×10 材等の木材を組んで「枠組」をつくり、 

 ２）「枠組」に柱と梁を一体化する構造用面材を接合してダイヤ 

フラムを構成 

 ３）それらを一体化して頑強な「六面体構造」を形成（右図） 

 

「六面体構造」を基本とするツーバイフォー住宅は、地震の力を、

家全体にバランスよく分散させ、建物の変

形や崩壊を防ぎます。 

そして、ツーバイフォー工法の技術基準

には、厳しく精緻な仕様規定等が設定され

ており、これが地震に強い要因になっています。  

出典：日本ツーバイフォー建築協会 



 

 

当社のパネル製造の特長 

〇パネル製造に必要な製作図面は当社スタッフが担当 

当社の設計担当者が、最適な製作図面を作成して現場

に製造指示します。 

 

〇壁・床のパネル化はもちろん、屋根もパネル化が可能 

寄棟や入母屋など複雑な屋根形状であっても、屋根まで

パネル化できる数少ない製造メーカーです。 

 

〇工業製品として製品精度が高いパネルを提供 

ＪＡＳ－Ａ認定工場として厳しい品質管理を行っていま

す。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０２２年３月実績 

グループ全体 

売上高 ３，７６１億円 

経常利益 １３１億円 
 



 

住宅業界は高齢化社会へ向かい、

より安心と安全を志向する流れの

中、ツーバイフォー住宅の良さが急

速に理解される時代となっていま

す。 

これまでの経験と知識を基に、傘

下に４０数社を配するＪＫホールデ

ィングスの一員として堅実な経営体

制のもと、住宅業界の安心と安全の進化に貢献してまいりま

す。 
  



 

 

 

 

 


